
７，７５８検査中、３４２件陽性、陽性率４．４％、
６，８３１検査中、
６，６４９検査中、

【堺市の推移】 （9月12日の週から堺市発表の陽性者数を使い、これまでの累計数を計算している）

陽性者数 ３/６～３/１２ ＋３７９例、累計は２２９，４１２例であった。
３/１３～３/１９
３/２０～３/２６

感染症情報 ３月２０日～２６日

麻疹や風疹の報告はなかった。

【大阪府の推移】（患者報告数：大阪府感染症情報センター、陽性率：大阪府）

報告数

陽性率 ３/８～３/１４
３/１５～３/２１
３/２２～３/２８

指定感染症：

３/１３～３/１９
３/２０～３/２６

７９，８７０検査中、
８３，０２２検査中、

陽性率

④咽頭結膜熱

②ＲＳウイルス感染症

⑤突発性発疹

１８８例（堺市

４２例（堺市 ８例）
３９例（堺市 ０例）

前週比８．０％減の１，３４２件の報告数であった。感染性胃腸炎
が府下で前週比１６％減、堺市で前週１１８例→今回１１６例。ＲＳウ
イルス感染症が府下で５５％増、堺市は前週９例→今回１６例で
あった。大阪府全ブロックで流行期入りの目安０．４を超えた。溶連
菌感染症が府下で２０％減、堺市で前週１２例→今回１０例。咽頭
結膜熱が府下で４０％増、堺市で前回３例→今回８例であった。
インフルエンザが府下で前週から３８％減。堺市で前週から３２％
減であった。定点あたり大阪府が５．２１→３．２１で、堺市は４．８２
→３．２９であった。

１６例）
③溶連菌感染症 ９９例（堺市 １０例）

３/６～３/１２

２，８２５，００８例になっていた。

２，３２７件陽性、陽性率 ２．９％

＋３７９例、累計は２３０，０８８例であった。

３/９～３/１５
３/１６～３/２２
３/２３～３/２９ ５．８％３８８件陽性、陽性率

２５３件陽性、陽性率３．７％、

＋２９７例、累計は２２９，７０９例であった。

２，３４３件陽性、陽性率 ２．８％、
１０４，７３１検査中、２，８５４件陽性、陽性率 ２．７％、

＋３，４８５例、累計２，８１９，３９５例に、

＋２，８３８例、累計
＋２，７７５例、累計２，８２２，１７０例に、

１１６例）

９５８例（堺市
府下小児科２９８医療機関（堺市２８）から

９２例）インフルエンザ

府下小児科１９５医療機関（堺市１８）から

①感染性胃腸炎 ９２５例（堺市

（12月21日に遡り、大阪府発表の陽性者数から自己検査陽性・登録者数を引き、陽性率＝医療機関での
陽性者数/医療機関での検査数（同一人物に抗原検査とPCR検査の重複はありうる）に変更した）
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